
防衛医大病院で投与されたナルデメジントシル酸塩錠（商品名スインプロイク）の有効性

と安全性の後方視的調査  

 

１．研究の対象  

2017年7月から2018年4月までの間に、当院においてナルデメジンを投与された方。 

  

２．研究目的・方法  

オピオイドはがん疼痛に対して広く使用されている薬ですが、便秘がほぼ半数の方に

起こります。このため従来から下剤が併用されていましたが、電解質異常や腹痛の副作

用や長期間連用による耐性化や習慣化が問題となっていました。  

ナルデメジンは、オピオイドによる便秘を特異的に改善する薬として開発されました。そこでナ

ルデメジンの有効で安全な投与方法について検討することを目的として、使用した患者さんの

排便回数や併用した下剤、副作用の有無等について電子カルテ（診療録）の情報を後方的に

調査します。  

 

３．研究に用いる試料・情報の種類  

電子カルテから、がんの種類、オピオイドの種類、併用した下剤、その他日常診療で

得られた性別、年齢などの臨床データ等を採取し解析する予定です。 

  

４．お問い合わせ先  

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。  

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。  

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。  

 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先、研究責任者：  

防衛医科大学病院 薬剤部 新海 愛子  

住所 〒359-8513 埼玉県所沢市並木3-2  

TEL：04-2995-1211（代表）内線：3052 


